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８．基本方針に基づく実施施策について 

 

８－１ 基本方針１に関する施策 

基本方針１「持続可能な地域公共交通ネットワークの再構築」に関して、以下の２つの施
策を設定します。 
 
施策① コミュニティバスの再編 

施策内容 【施策実施の必要性】 
・コミュニティバスは、町内唯一のバス路線として車を運転できない高

齢者を中心に、生活に必要不可欠な公共交通機関として機能していま
す。 

・今後ますます進展する高齢化社会にあって、公共交通空白地の解消及
び町民の移動手段の確保を目的としたコミュニティバスを将来にわ
たって持続可能なサービスとして維持することは、川西町のまちづく
りにとって最も重要な課題の一つです。 

・コミュニティバスを持続可能なサービスとして維持することは、川西
町の財政のみでは困難であり、引き続き、国庫補助を活用していくこ
とが必要です。 

【施策の内容】 
・コミュニティバスの利便性を向上させながら維持していくため、利用

実態や移動ニーズを踏まえ、町外アクセスを含めて路線・ダイヤ・停
留所等を見直したうえで、運行を行います。再編後の利用状況を検証
し、必要に応じて運行内容を改善していきます。 

・再編後の利用状況の検証にあたっては、再編前に運行継続のための評
価指標を設定し、客観的に評価を行うこととします。 

・コミュニティバスの利便性向上および運行の維持にあたっては、地域
公共交通確保維持事業を活用し、持続可能な交通ネットワークの構築
と充実を図ります。 

【対象とする系統】 
・吐田線 
・保田線 

実施主体※ 川西町、交通事業者（コミバス運行を受託） 

スケジュール 

（年度） 

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) 
     

※施策実施にあたり、協力・連携する主体を含む。 

  

運行改善計画 
の検討・手続き 

再編後の 
運行開始 

運行結果を検証し、 
必要に応じて運行内容を改善 
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【コミュニティバス再編の方向性】 

〇再編の方針（案） 

①町外病院への通院アクセスを図る。 

②利用者が少ない区間へのアクセス見直しを図る。 

③利用者が少ない午後便の見直しを図る。 

④運行時間帯の見直しを図る。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

図 コミュニティバス再編の方向性 

  

①町外病院への

通院アクセス 

③利用者の少ない午後便の見直し 

④運行時間帯の見直し（終バス時間） 

④運行時間帯の見直し

（始発時間） 

②利用者が少ない区間

へのアクセス見直し 
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施策② コミュニティバス等を利用することが困難な人に対する移動支援 

施策内容 【施策実施の必要性】 
・コミュニティバスを利用したくても利用することが困難な人が一定数

存在しますが、コミュニティバスによる移動の支援には限界があり、
こうした方々も移動しやすい環境を整えていく必要があります。 

【施策の内容】 
・コミュニティバス等を利用することが困難な人の外出を支援するた

め、タクシーの有効活用について検討し、準備が整い次第実施します。 
実施主体※ 川西町、交通事業者（タクシー） 

スケジュール 

（年度） 

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) 
     

※施策実施にあたり、協力・連携する主体を含む。 

 
【参考】周辺市町におけるタクシーの有効活用方策の状況 

自治体 内容 対象者 利用制限 補助の内容 

三宅町 タクシー 
利用補助 

・以下のいずれかを満たす 
１．町内在住 65 歳以上で、下記のい

ずれかに該当 
・運転免許を持っていない 
・自動車を所有していない 
・病気等により 2 カ月以上継続し

て運転不可（要証明書） 
２．出産予定がある（母子手帳交付） 

・ 乗 降 場 所 の
い ず れ か が
三宅町内 

・１回の乗車につ
き、500 円を補助 

・１回１枚のみ使用
可能。補助金額を
超 え る 金 額 は 自
己負担。 

・年間最大 48 枚を
補助 

田原本
町 

タクシー 
利用補助 

・以下のいずれかを満たす 
１．70 歳以上 
２．身体障がい者手帳 1 または 2 級 
３．療育手帳 A1 または A2 
４．病気等により 2 カ月以上継続して

運転不可（要証明書） 
５．出産予定がある（母子手帳交付） 
６．就学前児童 

・ 乗 降 場 所 の
い ず れ か が
田原本町内 

・1 回の乗車につ
き、初乗り運賃分
を補助 

・年間交付枚数（最
大） 

 １,５,６：24 枚 
 ２,３,４：12 枚 

安堵町 タクシー 
利用補助 

・コミュニティバスが運行していな
い地域（安堵保育園南側道路から北
側の地域、笠目地域）の町民 

・ 対 象 地 域 と
町 内 公 共 施
設・鉄道駅・
バ ス 停 の 間
に限る。 

・1 回の乗車につ
き、500 円を補助 

・枚数上限なし 

 

 

検討・準備が整い次第実施 
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８－２ 基本方針２に関する施策 

基本方針２「地域公共交通を利用したくなる環境づくり」に関して、以下の２つの施策を
設定します。 

 

施策③ 公共交通に関する情報提供の充実 

施策内容 【施策実施の必要性】 
・コミュニティバス再編等によりサービスが変わるタイミングで、これ

までの公共交通利用者が離れないよう留意する必要があります。 
・運転免許の自主返納を促すために、免許返納後も自家用車に頼らなく

ても生活ができることを認識してもらうよう取組んでいく必要があ
ります。 

【施策の内容】 
・コミュニティバス再編時に新しい運行ルート・ダイヤ・停留所等の各

種情報について、広報誌、チラシ、町ホームページ・ＳＮＳ等により
周知を行うとともに、より使いやすくするための支援（「マイ時刻表」
（利用者個人専用の時刻表）作成サポート、標準的なバス情報フォー
マットへの対応等）を行います。 

・運転免許返納者に対する支援（コミュニティバスの利用料減免等）を
行います。 

・鉄道のダイヤ改正にあわせて、鉄道事業者より事前に情報提供いただ
き、結崎駅の鉄道とコミュニティバスの乗継ぎ調整を実施します。 

実施主体※ 川西町、奈良県、交通事業者（鉄道、コミバス運行を受託） 

スケジュール 

（年度） 

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) 
     

※施策実施にあたり、協力・連携する主体を含む。 
 
【「マイ時刻表」の作成お手伝いの実施事例】 

〇大分県豊後高田市 

   
出典：豊後高田市ホームページ 

コミュニティバス再編時にあわせて実施・継続 

《マイ時刻表の例》 

検討・準備 
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施策④ まちづくりと連携した利用促進策の企画・実施 

施策内容 【施策の必要性】 
・公共交通を利用しやすい環境を整えるとともに、新型コロナによって

減少した外出や公共交通の利用頻度を増やし、持続可能な公共交通を
目指していく必要があります。 

【施策の内容】 
・各種イベント・行事等と連携し、コミバスの利用促進策を実施します。 
・バス路線沿道施設の敷地内にベンチやバス待ちスペースを設けるな

ど、バス待ち環境の改善を検討します。 
・大和平野中央プロジェクトの推進や大和まほろば広域定住自立圏の形

成に向けた動きを踏まえ、周辺市町との連携・情報共有を図ります。 
実施主体※ 川西町、奈良県、商業施設・店舗等 

スケジュール 

（年度） 

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) 
     

※施策実施にあたり、協力・連携する主体を含む。 

 

【地域公共交通と沿道施設の連携事例】 

〇歩道のないバス停におけるバス待ち空間確保 

・東京都江戸川区の事例             ・神奈川県厚木市の事例 

       
出典：国土交通省資料 

〇ベンチの寄附制度 

大津市では、個人・団体・企業等からベンチ設置費用の一部
(1 基あたり 8～15 万円程度)の寄附を募集。寄附を頂いた後、
ベンチは市が設置および設置後の維持管理を行う。ベンチには
寄付者の名前の入ったプレートを設置できる。 
 

〇沿道施設敷地内のバス待ちスペース 

・京都市の事例（コンビニエンスストアとの連携による「バスの駅」の設置） 

 
出典：京都市交通局ＨＰ 

検討・準備 コミバス再編時（実証運行）にあわせて実施 
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９．計画の進捗管理 

 

本計画は、計画の策定（Plan）、事業の実施（Do）、評価・検証（Check）、改善策の検討・
計画の見直し（Action）といった PDCA サイクルにより、効果的に施策を推進し、よりよい
地域公共交通の実現に向けて常にバージョンアップを図っていきます。 

また、計画に基づき実施した施策の効果や計画で定めた目標値の最新の状況を把握し、必
要に応じ適宜計画の見直しを行います。計画期間最終年度においては、最終的な目標達成状
況を評価・検証し、次期計画を見据えた検討を行います。 

なお、計画の進捗管理は川西町地域公共交通会議にて行いますが、計画を着実に遂行する
ためには、川西町や交通事業者だけではなく、町民等も含めた全ての関係者がそれぞれの役
割を担い、本計画全体を推進して行く必要があります。各関係者が担うべき基本的な役割は
下に示すとおりです。 
 

 

 
図 計画のＰＤＣＡサイクルのイメージ 

 

表 各関係者の基本的な役割 

関係者 基本的な役割 

行政 

・必要に応じて見直し・改善を図りながら、コミュニティバスを維持
する。 

・コミュニティバスを利用することが困難な町民の移動を支援する。 
・地域公共交通に関する積極的な情報提供を図り、利用を促進する。 

交通事業者 ・地域公共交通の担い手として、安全で快適なサービスを提供する。 

町民・関係団体 
（自治会、商業

施設・店舗等） 

・地域公共交通に関心をもち、自ら積極的に地域公共交通を利用する。 
・地域公共交通を利用して地域や施設を訪れたくなる取組に協力す

る。 
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１．計画策定の経緯 

 

日時 項目 主な内容 

令和 3 
(2021)年 
 

8 月 24 日 令和 3 年度第 2 回
地域公共交通会議 

・川西町地域公共交通会議の策定について 
 ・策定支援業務委託事業者との契約 
 ・今後の予定 

同上 10 月下旬 
～ 
11 月中旬 

町民アンケート ・ふだんの外出（通勤・通学、買い物、通院）、
コミュニティバスの利用、今後の川西町の
地域公共交通、最近の生活スタイル（新型コ
ロナの影響等）について調査 

・配布対象者 2,000 人を対象に各戸につき 2
枚配布し、1,461 票回収。 

同上 11 月 2 日 令和 3 年度第 3 回
地域公共交通会議 

・川西町地域公共計画策定の趣旨・目的 
・川西町の地域公共交通の現状 
・計画の構成と策定スケジュール（案） 
・町民の移動実態や利用ニーズの把握につい

て 
同上 11 月 8 日

～ 
11 月 12 日 

コミュニティバス
利用者調査 

・1 週間（月～金）のＯＤ調査（どの停留所で
乗車し、どの停留所で降車するか） 

・利用者に対するアンケート 
・スーパーおくやまバス停利用者アンケート 

令和 4 
(2022)年 

1 月 26 日 令和 3 年第 4 回地
域公共交通会議 

・地域公共交通の利用実態と町民の移動ニー
ズに関する調査結果について 

・川西町の地域公共交通の現状のまとめ 
同上 2 月 22 日 令和 3 年第 5 回地

域公共交通会議 
・前回会議における主な意見と計画での取扱

い 
・川西町地域公共交通計画（素案） 

①地域公共交通の課題の整理 
②地域公共交通計画の基本方針を目標 
③基本方針に基づく実施施策 
④計画の進捗管理 

同上 3 月 1 日～ 
3 月 14 日 

パブリックコメン
トの実施 

・川西町地域公共交通計画（素案） 

同上 3 月 22 日 令和 3 年第 6 回地
域公共交通会議 

・計画（素案）に関するパブリックコメントに
ついて 

・川西町地域公共交通計画（案）について 
・今後の取組みについて 
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２．川西町地域公共交通会議名簿 

 

団体名 団体における役職名 氏 名 

川西町議会 議長 堀   格 

川西町自治連合会 会長 吉村  勝 

川西町商工会 会長 吉村 伸泰 

川西町老人クラブ連合会 会長 丸谷 延弘 

川西町婦人会 会長 福西 裕子 

近畿日本鉄道株式会社 天理駅長 西谷 恭幸 

奈良交通株式会社 乗合事業部運行受託グループ・ 
グループ長 

湖中 隆 

一般社団法人 
奈良県タクシー協会  

専務理事 葛城 滝男 

一般社団法人 
奈良県タクシー協会磯城支部  

代表 葛本  真 

公益社団法人 
奈良県バス協会  

専務理事 井上 景之 

奈良県交通運輸産業 
労働組合協議会 

事務局長 今西  宏 

国土交通省近畿運輸局 
奈良運輸支局 

支局長 澤島 弘幸 

奈良県 県土マネジメント部 
リニア推進・地域交通対策課長 

通山 雅司 

奈良県 中和土木事務所長 牧田 孝光 

天理警察署 署長 小畑 浩康 

富山大学 地域デザイン学部 都市・交通 
デザイン学科 准教授 

猪井 博登 

川西町 副町長 森田 政美 

川西町 理事（コロナウイルス担当） 奥  隆至 

川西町 理事（事業担当） 山口 尚亮 

令和４(2022)年３月現在 
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３．各種アンケート調査票 

①コミュニティバス利用者アンケート 

 

  
  



 

81 

②スーパーおくやま停留所におけるヒアリング 
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③町民アンケート 
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84 

  



 

85 
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